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二
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
フ
ラ
ン
ス
人
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
が
提
唱
し
て
誕
生
し
た
。
一
八
九
四
年
六
月
二
三

日
、
パ
リ
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
講
堂
で
行
わ
れ
た
欧
米
先
進
諸
国
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
に
よ
る
国
際
会
議
で
、
近
代
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
復
興
と
そ
の
主
催
者
と
し
て
の
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の
創
設
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

第
一
回
大
会
は
、
一
八
九
六
年
四
月
六
日
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
に
新
装
さ
れ
た
パ
ン
ア
テ
ナ
イ
競
技
場
に
五
万
人
の
観
衆
を
集

め
、
欧
米
先
進
国
一
三
ヶ
国
の
二
九
五
人
の
選
手
の
参
加
の
も
と
開
会
式
が
行
わ
れ
た
。
以
後
四
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
、
来
年
の

二
〇
〇
八
年
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
二
九
回
目
の
大
会
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
た
め
六
回
（
一
九
一
六
年
）、
さ
ら
に
第
二
次
世
界
大
戦
の
た
め
一
二
回
（
一
九
四
〇
年
）、
一

三
回
（
一
九
四
四
年
）
大
会
は
中
止
さ
れ
た
が
回
数
だ
け
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。

な
お
一
二
回
大
会
は
、
東
京
で
の
開
催
が
決
定
し
て
い
た
が
、
戦
争
の
た
め
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
大
会
の
開
催
決
定
を
返
上
し
そ
の
た
め

中
止
さ
れ
た
。

ま
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
は
、
一
九
二
四
年
に
第
一
回
が
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
モ
ニ
ー
・
モ
ン
ブ
ラ
ン
で
開
催
さ
れ
て

以
降
、
夏
季
大
会
と
同
年
に
四
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
や
が
て
夏
季
大
会
の
中
間
年
に
行
う
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
一

六
回
（
一
九
九
二
年
）
と
一
七
回
の
間
隔
を
二
年
と
し
て
一
七
回
（
一
九
九
四
年
）
か
ら
は
夏
季
大
会
の
中
間
年
に
開
催
さ
れ
て

い
る
。

三
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
日
本

日
本
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
参
加
は
第
五
回
（
一
九
一
二
年
）
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
大
会
に
団
長
嘉
納
治

五
郎
氏
の
他
、
役
員
一
名
、
選
手
二
名
計
四
名
の
参
加
が
最
初
で
あ
っ
た
。
こ
の
初
参
加
に
至
っ
た
経
緯
は
後
述
の
と
お
り
で
あ
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一
は
じ
め
に

わ
が
国
の
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
の
多
く
は
、
明
治
初
期
か
ら
大
正
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
欧
米
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
、
旧
制
の
大
学
、
高
校
、
師
範
学
校
、
中
学
、
実
業
・
専
門
学
校
等
の
若
い
学
生
を
中
心
と
し
た
学
生
ス
ポ
ー
ツ
、
特
に
大

学
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
に
そ
の
普
及
、
発
展
が
図
ら
れ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
も
様
々
な
環
境
の
中
で
大
学
ス
ポ
ー
ツ
は
独
特
の
変
化
を
遂
げ
な
が
ら
、
わ
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
一

翼
を
担
っ
て
き
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
高
校
野
球
で
の
特
待
生
問
題
に
端
を
発
し
て
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
役
割
、
在
り
方
に
つ
い
て
も

様
々
な
意
見
が
露
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
大
学
ス
ポ
ー
ツ
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
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学
ス
ポ
ー
ツ
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

向
井

正
剛

（
仙
台
大
学
学
長
）
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九
二
八
年
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
役
員
一
三
名
選
手
四
三
名
計
五
六
名
。
一
〇
回
（
一
九
三
二
年
）
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
役
員
六
一

名
選
手
一
三
一
名
計
一
九
二
名
。
一
一
回
（
一
九
三
六
年
）
ベ
ル
リ
ン
、
役
員
七
〇
名
選
手
一
七
九
名
計
二
四
九
名
が
参
加
し
て

い
る
。
戦
前
の
日
本
代
表
選
手
の
特
徴
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
大
学
、
高
校
、
師
範
学
校
、
専
門
学
校
等
の
現
役
学
生
、
卒
業
生

で
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

ち
な
み
に
ヒ
ト
ラ
ー
が
ナ
チ
ス
の
威
力
を
世
界
に
誇
示
す
る
た
め
に
利
用
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
、
一
九
三
六
年
の
ベ
ル
リ
ン
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
、
同
盟
国
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
二
四
九
名
（
役
員
七
〇
名
、
選
手
一
七
九
名
）
の
大
選
手
団
で
参
加

し
た
日
本
選
手
の
内
訳
は
別
表
Ⅱ
の
と
お
り
で
あ
り
、
選
手
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
学
生
の
現
役
・
Ｏ
Ｂ
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
見
て
も
戦
前
の
わ
が
国
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
は
大
学
を
中
心
と
し
た
学
生
と
そ
の
Ｏ
Ｂ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、

上
級
学
校
に
進
学
し
な
い
人
達
と
地
方
の
人
々
に
と
っ
て
は
ス
ポ
ー
ツ
は
無
縁
の
も
の
に
等
し
か
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

五
戦
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
選
手
と
大
学
ス
ポ
ー
ツ
選
手

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
再
開
さ
れ
た
一
四
回
（
一
九
四
八
年
）
の
ロ
ン
ド
ン
大
会
に
は
、
敗
戦
国
で
あ
っ
た
日
本
、
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
は
招
待
さ
れ
ず
、
日
本
の
参
加
は
次
の
一
五
回
（
一
九
五
二
年
）
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
会
か
ら
で
あ
っ
た
。
二
二
回
（
一
九

八
〇
年
）
モ
ス
ク
ワ
大
会
は
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
に
抗
議
し
て
西
側
諸
国
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
、
日
本
も
そ
れ
に
同
調
し

出
場
決
定
し
て
い
た
選
手
に
と
っ
て
は
「
ま
ぼ
ろ
し
」
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

戦
後
に
参
加
し
た
日
本
代
表
選
手
の
内
訳
は
別
表
Ⅰ
の
と
お
り
で
あ
る
。
昭
和
二
七
年
の
一
五
回
（
一
九
五
二
年
）
ヘ
ル
シ
ン

キ
大
会
は
戦
前
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
大
学
生
の
占
め
る
割
合
が
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
〇
年
代
に
入
り
わ
が
国
の

高
度
経
済
成
長
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
等
の
影
響
を
受
け
、
多
く
の
企
業
が
自
社
の
広
報
効
果
を
高
め
る
と
い
う
趣
旨
等
か

ら
選
手
や
チ
ー
ム
の
育
成
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
積
極
的
に
採
用
し
「
社
会
人
ス
ポ
ー
ツ
」

が
学
校
ス
ポ
ー
ツ
と
相
ま
っ
て
わ
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
特
に
競
技
力
向
上
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の

た
め
優
秀
な
選
手
が
大
学
に
進
学
し
な
く
な
り
、
こ
の
結
果
、
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
年
）
メ
ル
ボ
ル
ン
大
会
で
は
大
学
生
、
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る
。明
治
四
三
年
（
一
九
〇
九
年
）
の
春
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
か
ら
東
京
高
等
師
範
学
校
の
嘉
納
治
五
郎
校
長
に
対

し
、
同
国
の
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
か
ら
の
伝
言
が
伝
え
ら
れ
た
。
当
時
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
は
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
の
会
長
で
、
同
男
爵
の
主
唱
す
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
も
よ
う
や
く
世
界
の
関
心
を
集
め
て
い
た
。
し
か
し
ま
だ
東
洋

か
ら
の
参
加
が
な
く
、
委
員
も
選
ば
れ
て
い
な
い
の
で
、
日
本
か
ら
も
委
員
を
出
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
参
加
し
て
欲
し
い

と
い
う
の
が
そ
の
伝
言
の
内
容
で
あ
っ
た
。

こ
の
突
然
の
申
し
入
れ
を
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
た
嘉
納
氏
は
、
こ
れ
に
よ
り
諸
外
国
と
の
交
わ
り
を
深
め
つ
つ
、
国

内
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
を
奨
励
し
て
国
民
体
力
の
増
強
と
健
全
な
精
神
の
育
成
を
図
ろ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
参
加
に
あ
た
っ
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
的
な
統
括
団
体
が
必
要
で
あ
っ
た
。
当
時
わ
が
国
の
ス
ポ
ー

ツ
が
学
校
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
嘉
納
校
長
は
各
大
学
、
高
等
専
門
学
校
の
関
係
者
に
協
力
を
求
め
新
団
体
の

結
成
に
奔
走
し
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
年
）
七
月
一
〇
日
に
大
日
本
体
育
協
会
（
現
日
本
体
育
協
会
）
が
創
立
さ
れ
、
嘉
納

校
長
が
初
代
会
長
に
就
任
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
嘉
納
校
長
は
、
一
九
〇
九
年
五
月
ベ
ル
リ
ン
で
開
か
れ
た
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
総
会
で
東
洋
か
ら
選
ば
れ

る
最
初
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
に
推
薦
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
条
件
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
は
第
五
回
大
会
に
役
員
二
名
選
手
二
名
計
四
名
と
い
う
少
数
の
参
加
で

初
出
場
し
た
。
以
後
、
わ
が
国
は
戦
前
に
開
催
さ
れ
た
七
回
（
一
九
二
〇
年
）、
八
回
（
一
九
二
四
年
）、
九
回
（
一
九
二
八
年
）、

一
〇
回
（
一
九
三
二
年
）、
一
一
回
（
一
九
三
六
年
）
の
各
大
会
に
参
加
し
て
い
る
。

四
戦
前
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
選
手
と
大
学
ス
ポ
ー
ツ
選
手

前
述
の
と
お
り
日
本
は
、
五
回
（
一
九
一
二
年
）
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会
へ
の
初
参
加
以
後
、
七
回
（
一
九
二
〇
年
）
ア
ン

ト
ワ
ー
プ
、
役
員
三
名
選
手
一
五
名
計
一
八
名
。
八
回
（
一
九
二
四
年
）
パ
リ
、
役
員
九
名
選
手
一
九
名
計
二
八
名
。
九
回
（
一
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と
い
う
「
分
業
」
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

（
９
）
「
筑
波
大
プ
ロ
チ
ー
ム
模
索
」
・
・
・
き
っ
か
け
は
相
次
ぐ
実
業
団
の
廃
部
。
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
選
手
の
行
き
場
が

な
く
競
技
力
が
低
下
す
る
と
い
う
危
機
感
か
ら
。

（

10）
「
復
活
の
象
徴
、
流
通
経
大
」
・
・
・
サ
ッ
カ
ー
部
が
昨
年
関
東
大
学
リ
ー
グ
で
優
勝
、
今
年
は
全
日
本
大
学
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
も
制
し
た
。「
二
二
歳
か
ら
プ
ロ
に
な
る
な
ら
流
通
経
大
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
定
着
。

以
上
の
よ
う
に
大
学
ス
ポ
ー
ツ
が
、
大
学
の
経
営
戦
略
の
一
翼
を
担
う
時
代
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
広
報
効
果
、
学

生
の
獲
得
、
地
域
と
の
連
携
、
ブ
ラ
ン
ド
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
、
学
生
の
道
徳
心
の
高
揚
、
企
業
と
の
連
携
等
々
そ
の
内
容

は
ま
さ
し
く
多
様
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
初
め
各
種
の
国
際
大
会
の
上
位
を
目
指
し
て
、
猛
練
習
に
明
け
暮
れ
る
、

旧
来
型
の
部
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
意
見
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
原
点
は
「
ス
ポ
ー
ツ
技
術

の
向
上
」
と
「
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
の
人
格
形
成
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

七
お
わ
り
に

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
と
こ
ろ
の
大
学
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
厳
し
い
世
論
等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
関
係

者
は
複
雑
化
し
て
い
る
社
会
環
境
の
下
で
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
今
後
の
進
む
べ
き
道
を
探
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

そ
の
道
程
は
、
大
学
全
入
時
代
で
の
学
生
の
質
の
低
下
、
志
向
や
関
心
の
多
様
化
に
よ
る
運
動
部
離
れ
、
さ
ら
に
民
間
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
充
実
・
増
加
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
等
々
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
に
と
っ
て
は
厳
し
い
環
境
と
な
っ
て
は
い
る
。
平
成

一
二
年
に
公
表
さ
れ
た
国
の
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
」
に
よ
る
と
、
わ
が
国
の
国
際
競
技
力
の
総
合
的
な
向
上
方
策
の
中
で
、

大
学
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
目
指
し
て
い
る
学
生
に
対
す
る
支
援
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
に

対
す
る
国
の
期
待
感
も
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
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社
会
人
が
ほ
ぼ
同
数
と
な
り
、
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
年
）
の
ロ
ー
マ
大
会
で
は
大
学
生
と
社
会
人
の
数
が
完
全
に
逆
転
し
、

そ
の
傾
向
は
二
〇
〇
四
年
の
ア
テ
ネ
大
会
ま
で
続
い
て
い
る
。

さ
ら
に
一
九
九
二
年
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
会
か
ら
は
プ
ロ
選
手
の
参
加
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
男
子
の
大
学
生
の
参
加
は
ま
す

ま
す
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
プ
ロ
種
目
の
少
な
い
女
子
、
特
に
社
会
人
の
増
加
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

六
様
変
わ
り
す
る
大
学
ス
ポ
ー
ツ

先
般
、
朝
日
新
聞
に
「
考
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
特
集
が
一
〇
回
に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
表
題
と
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
て
み
る
。

（
１
）
「
学

府
の
ブ
ラ
ン
ド
担
う

柱
」
・
・
・

箱
根

駅
伝
優
勝
の
広
報
効
果
は

五
八

億
四

六
八

八
万

円
―

順
天

堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学
部
の
試
算
。

（
２
）「

早
大
が
強
化
、
見
守
る
慶
大
」
・
・
・
早
大
が
〇
七
年
の
創
立
一
二
五
周
年
ま
で
に
「
全
競
技
で
優
勝
」
を
宣
言
。

（
３
）「
関
西
の
私
学
立
命
追
え
」
・
・
・
立
命
大
は
八
七
年
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
冠
し
た
推
薦
入
試
を
実
施
。

（
４
）
「

老
舗

体
育
大
、

悩
み
は
進

路
」
・
・
・
日
本

体
育
大
学
の

出
身
者
の
戦
後
に
お
け
る

夏
季

五
輪
メ

ダ
ル
の
獲
得
数
は
、

金
三
〇
、
銀
二
九
、
銅
三
七
、
計
九
七
だ
が
、
昨
今
教
員
採
用
枠
の
減
少
な
ど
で
優
秀
な
選
手
が
他
大
学
に
流
出
。

（
５
）「

逆
風
下
、
岡
山
市
郊
外
に
環
太
平
洋
大
が
開
学
」
・
・
・
体
育
学
部
と
次
世
代
教
育
学
部
の
二
学
部
。

（
６
）
「
国

立
大
、
地
域

密
着
を
重

視
」
・
・
・
大
学
に
は

施
設
と
人

材
が
あ
る
。
生
き

残
る
こ
と
が
大

事
、
地
域
に

密
着
し
た

活
動
は
時
代
の
流
れ
―
横
浜
国
立
大
。

（
７
）
「

素
行
チ

ェ
ッ
ク

知
恵

絞
る
」
・
・
・
ス
ポ
ー
ツ
で
ブ
ラ
ン
ド
力
を

強
化
し
よ
う
と
し
て
も
学
生
の
質
が
低
下
す
れ

ば
逆

効
果
。
学
力
の
低
下
、
倫
理
観
の
欠
如
に
対
す
る
対
策
―
早
大
、
立
命
大
、
筑
波
大
、
同
大
、
京
大
。

（
８
）
「
選
手
の
支
援
、
企
業
と
分
業
」
・
・
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
プ
ロ
に

門
戸
を

開
放
し
た
こ
と
に
よ
り
一

八
～
二
二
歳
の
学

生
の
段
階
で
は
メ
ダ
ル
に
手
が
届
か
な
い
。
企
業
に
就
職
し
、
企
業
が
経
済
的
に
支
援
し
、
大
学
が
練
習
拠
点
を
保
証
す
る
、

����������������������������������
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し
た
が
っ
て
、
今
こ

そ
大
学
ス
ポ
ー
ツ
が
抱

え
る
当
面
の
課
題
と
、

社
会
的
要
請
等
を
踏
ま

え
つ
つ
、
早
急
に
関
係

者
に
よ
る
「
大
学
ス
ポ
ー

ツ
改
革
」
へ
の
取
組
が

行
わ
れ
、
か
つ
て
の
よ

う
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
に
も
大
学
ス
ポ
ー
ツ

か
ら
の
選
手
が
数
多
く

参
加
し
、
多
く
の
国
民

の
期
待
に
応
え
て
く
れ

る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ

で
あ
る
。
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オリンピック競技大会（夏季）の日本代表選手の内訳
別表Ⅰ

回（開催年） 開 催 地 総人数 大学生数 割 合 社会人数 割 合
生 徒

割合
中学生 高校生

15（1952） ヘ ル シ ン キ 72 38（3） 52.8％ 25（2） 34.7％ 1 8 12.5％

16（1956） メ ル ボ ル ン 117 55（9） 47.0％ 56（5） 47.9％ 0 6 5.1％

17（1960） ロ ー マ 167 75（4） 44.9％ 91（14） 54.5％ 0 3 1.8％

18（1964） 東 京 355 118（15） 33.2％ 219（34） 61.7％ 0 18 5.1％

19（1968） メキシコシティー 183 45（2） 24.6％ 126（19） 68.9％ 4 8 6.6％

20（1972） ミ ュ ン ヘ ン 182 35（7） 19.2％ 139（24） 76.4％ 3 5 4.4％

21（1976） モントリオール 213 40（7） 18.8％ 164（46） 77.0％ 3 6 4.2％

22（1980） モ ス ク ワ 167 28（3） 16.8％ 127（22） 76.0％ 3 9 7.2％

23（1984） ロサンゼルス 231 51（12） 22.1％ 159（25） 68.8％ 3 18 9.1％

24（1988） ソ ウ ル 259 49（14） 18.9％ 192（42） 74.1％ 3 15 6.9％

25（1992） バ ル セ ロ ナ 263 56（18） 21.3％ 191（52） 72.6％ 3 13 6.1％

26（1996） ア ト ラ ン タ 310 54（24） 17.4％ 236（110） 76.1％ 1 19 6.5％

27（2000） シ ド ニ ー 268 47（24） 17.5％ 213（80） 79.5％ 0 8 3.0％

28（2004） ア テ ネ 312 45（19） 14.4％ 261（146） 83.7％ 0 6 1.9％

大学生数は短期大学、大学院生数を含めた数
（ ）内の数字は女子の人数

（財）日本オリンピック委員会（JOC）資料

ベルリン・オリンピック大会の日本代表選手の内訳
（男子） （女子） 別表Ⅱ

大 学
現役 94 58.0％

高等女学校･専門学校
現役 8

OB 36 22.2％ OG 5

高等師範･専門学校･中学等
現役 9 5.6％ 女学校等教職員 4

OB 18 11.1％ 男子

女子

計

162名

17名

179名軍隊（騎兵大尉） 5 3.1％

男子選手の割合は男子選手団に占める割合
第11回オリンピック大会報告書の代表選手名簿はすべて在学校、出身校が記載されている。（軍隊は除く）
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